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　午年（うまどし）が明けました。馬は、モンゴル起源のものが九州北部に
入ってから日本の各地に広がり、それ以降、乗用や運搬、また農耕や軍馬と
して、私たちにとってとても身近で親しみのある動物です。
　そのせいか、「人間万事塞翁が馬」「馬には乗ってみよ人には添うてみよ」
「老いたる馬は道を忘れず」「竹馬の友」「天高く馬肥ゆる秋」「馬が合う」な
ど、馬にまつわることわざや慣用句がたくさんありますね。
　馬のように力強く、爽やかに駆けていきたいものです。皆様にとって
幸多き午年になりますように！　　　【写真：なべづる園製作の干支土鈴】

明けましておめでとうございます
～就労継続支援（B型）事業所なべづる園から午年招福



令和７年度 周南市社会福祉協議会会長表彰令和７年度 周南市社会福祉協議会会長表彰
　11月19日（水）周南市徳山社会福祉センターで表彰式を行い、社会福祉事業に顕著な功績のあった
74名２団体に表彰状・感謝状を贈呈しました。当日は、18名1団体の方が出席され、受賞者を代表し
社会福祉施設役職員功労者の佐藤貴志さんが謝辞を述べられました。（受賞者は、以下のとおりです。）

　表彰式の後半は、近年多発する災害に備えるため、平時の取組みや地域団体、関係団体がどの
ように備え連携しているかを学び、その後の支援がどのように展開されているのか、災害対策の
理解や学びを深めることを目的に、「災害への備えと災害支援を考える」講演会を開催いたしま
した。講演会では、元テレビ山口アナウンサーで防災を切り口とした地域づくりをすすめてい
る、一般社団法人レベルフリー代表理事の坂本京子さんが「大切なひとを守るための防災
～あなたはどう判断し、どう行動しますか～」と題して基調講演をいただきました。
その後、防災や地域等で活躍されているパネリストの方々をお迎えして、「災害への備えと
その後の災害支援を考える」パネルディスカッションを行いました。
　パネルディスカッションでは、パネリストの方々から平時の取組みや発災時の支援、その後の
課題などディスカッションを行い、聴講された方々にとって大変有意義なひと時となりました。

【令和７年度周南市社会福祉協議会会長表彰】（敬称略）

講演会（基調講演、パネルディスカッション）を開催しました。

◇表彰状◇
民生委員・児童委員功労者（５名）
　諸井　俊郎　　　惠村　正昭　　　北野　順子　　　田邑　洋子　　　西濵　和弘
福祉員功労者（18名）
　小田　京子　　　亀谷ケイ子　　　仲子　栄子　　　重岡　雅夫　　　磯部　道子
　宮本　　悟　　　小林加代子　　　安田由美子　　　清水　良子　　　田中加代子
　徳原　陽子　　　青木多美子　　　山時　玉枝　　　市川　末子　　　有村希久美
　浅田　美枝　　　池田　淳子　　　津本　浩子
社会福祉施設役職員功労者（20名）
　田村　　緑　　　山口　一成　　　西牟田　翔　　　室本　尚美　　　近間智恵子
　加瀬澤令子　　　有村　幸恵　　　福田　栄子　　　寺山　真実　　　岩川　哲次
　岩本　弥生　　　藤尾　敬子　　　安田　諒哉　　　金光　尚美　　　藤木　祐里
　吉重今日子　　　宮崎　仁美　　　桃坂由美子　　　佐藤　貴志　　　髙橋　恵子
民間社会福祉団体役職員功労者（13名）
　寺本　敬三　　　田中　　潔　　　守田　千秋　　　村田　妙子　　　俵　　雅香
　福嶋　崇男　　　松田　敬子　　　矢田　共亮　　　貞益　敏雄　　　堀常　宗城
　田中日出昭　　　大木　武彦　　　三浦　賢治
共同募金運動奉仕者及び団体功労者（１団体）
　株式会社保険プランナー
ボランティア及びボランティアグループ活動功労者（15名・１団体）
　藤村　貞子　　　国広　佳子　　　岩本　節子　　　矢野　典子　　　中村　京子
　辻　　耕吉　　　滝谷　妙子　　　大中　順子　　　石橋　文子　　　山下　達也
　山下　　舞　　　岩田　真采　　　岩田　紗采　　　北田こころ　　　福井　玲子
　周南市母子寡婦福祉連合会
里親功労者（２名）
　礒嶋　　力　　　礒嶋　節子

◇感謝状◇
ボランティアによる協力（１名）
　嵐　弘子

【山口県知事表彰】（敬称略）
 社会福祉事業功労
◎民生委員・児童委員（２名）
　御園生宣尚　　峰光　邦枝

◎民間社会福祉事業施設等の
長及び従事者（４名）

　新宅美代子　　田中　美佳
　中本　敦子　　彌益　恵美

 社会活動功労
◎青少年・青少年団体及び青
少年指導者（１名）

　川原　道生

いきいき福祉・介護実践賞（１名）
　岸本晋太郎

【山口県社会福祉協議会長表彰】
（敬称略）
 社会福祉事業功労者（14名）
　藤井　憲治　　河済　由美
　岩本　　豊　　小寺　あき
　原田奈生子　　山田　昌美
　大亀　和也　　渡辺　孝吉
　久村　郁子　　伊住　浩史
波多野美由紀 林　　英子

　福田　涼子　　中西　雄造

【山口県民生委員児童委員
協議会表彰】（敬称略）
 会長表彰（54名）
　山本　義明　　城　　和利

井　悦雄　　都濃　美馬
　野村　勝行　　井関　桂子
　中野　香代　　安井智恵美

石田　和久　　貞森　久子
橋本　順子　　玉野由美子
西岡　賢治　　石光　良子
樫部　清人　　池田　幸二
山田　正清　 廣谷　明美
米倉　順子　　佐々木宗男
渡邉　謙治　　村田　清美
山本佳代子　　内藤みどり
田中　里美　　白井　啓子
吉田　和美　　中村志奈子
原田　　智　 永山　美子
小野　勝己　　大段　郁代
松田　孝史　　井上　成美
河野　是文　　石田　幸子
中村キミ子　　麻生　慶紀
國本　勇治　 布施　安浩
生村香代子 中村美代子
藤川　喜樂　　井上　孝治
古谷　雅美　　佐伯　節夫
江見　真迅　　渡邉　貴史
関　　晴美　 山村　律子
亀谷三千代　 植田　　收
浦谷千津子 久行　直美

【山口県老人クラブ連合会長表彰】
（敬称略）
 特別功労者（５名）
　石川　　東　　川野　昭美
　山時　玉枝　　比上　行夫
　山本　　博

一般功労者（４名）
　國村富美子　　弘中多恵子
矢田　共亮　　渡辺　龍夫

【山口県老人福祉施設協議会
長表彰】（敬称略）
 会長表彰（11名）
佐々木　悠　　石村万季代

　清水　健吾　　増野美砂緒
　栗栖千鶴子　　境田　恭平
　兼重亜紀子　　中野　芳典
　水津　朋子　 宮崎　仁美
　髙橋　恵里

【山口県身体障害者施設協議
会長表彰】（敬称略）
 会長表彰（３名）
　渡邉　啓子　　磯村　明子
　室本　由紀

【山口県知的障害者福祉協会
長表彰】（敬称略）
 会長表彰（８名）
　高松　紗希　　末次めぐみ
　原　　壮男　　田坂　淳平
　津山　悦子　　足立　誠司
　沢田めぐみ　　中村　彩乃

【健康福祉月間標語、健康福祉に
関する作文入賞者表彰】
（敬称略）
 「健康福祉月間」作文応募作品
入賞者（１名）
◎佳作
　周南市立富田中学校
　岡田　栞寧

第75回 山口県総合社会福祉大会第75回 山口県総合社会福祉大会
　10月29日（水）サンビームやないにおいて第75回山口県総合社会福祉大会が開催され、
その席上で周南市からも多くの方が受賞されました。
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講演会（基調講演、パネルディスカッション）を開催しました。

◇表彰状◇
民生委員・児童委員功労者（５名）
　諸井　俊郎　　　惠村　正昭　　　北野　順子　　　田邑　洋子　　　西濵　和弘
福祉員功労者（18名）
　小田　京子　　　亀谷ケイ子　　　仲子　栄子　　　重岡　雅夫　　　磯部　道子
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　岩本　弥生　　　藤尾　敬子　　　安田　諒哉　　　金光　尚美　　　藤木　祐里
　吉重今日子　　　宮崎　仁美　　　桃坂由美子　　　佐藤　貴志　　　髙橋　恵子
民間社会福祉団体役職員功労者（13名）
　寺本　敬三　　　田中　　潔　　　守田　千秋　　　村田　妙子　　　俵　　雅香
　福嶋　崇男　　　松田　敬子　　　矢田　共亮　　　貞益　敏雄　　　堀常　宗城
　田中日出昭　　　大木　武彦　　　三浦　賢治
共同募金運動奉仕者及び団体功労者（１団体）
　株式会社保険プランナー
ボランティア及びボランティアグループ活動功労者（15名・１団体）
　藤村　貞子　　　国広　佳子　　　岩本　節子　　　矢野　典子　　　中村　京子
　辻　　耕吉　　　滝谷　妙子　　　大中　順子　　　石橋　文子　　　山下　達也
　山下　　舞　　　岩田　真采　　　岩田　紗采　　　北田こころ　　　福井　玲子
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　礒嶋　　力　　　礒嶋　節子

◇感謝状◇
ボランティアによる協力（１名）
　嵐　弘子

【山口県知事表彰】（敬称略）
 社会福祉事業功労
◎民生委員・児童委員（２名）
　御園生宣尚　　峰光　邦枝

◎民間社会福祉事業施設等の
長及び従事者（４名）

　新宅美代子　　田中　美佳
　中本　敦子　　彌益　恵美
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いきいき福祉・介護実践賞（１名）
　岸本晋太郎

【山口県社会福祉協議会長表彰】
（敬称略）
 社会福祉事業功労者（14名）
　藤井　憲治　　河済　由美
　岩本　　豊　　小寺　あき
　原田奈生子　　山田　昌美
　大亀　和也　　渡辺　孝吉
　久村　郁子　　伊住　浩史
波多野美由紀 林　　英子

　福田　涼子　　中西　雄造

【山口県民生委員児童委員
協議会表彰】（敬称略）
 会長表彰（54名）
　山本　義明　　城　　和利

井　悦雄　　都濃　美馬
　野村　勝行　　井関　桂子
　中野　香代　　安井智恵美

石田　和久　　貞森　久子
橋本　順子　　玉野由美子
西岡　賢治　　石光　良子
樫部　清人　　池田　幸二
山田　正清　 廣谷　明美
米倉　順子　　佐々木宗男
渡邉　謙治　　村田　清美
山本佳代子　　内藤みどり
田中　里美　　白井　啓子
吉田　和美　　中村志奈子
原田　　智　 永山　美子
小野　勝己　　大段　郁代
松田　孝史　　井上　成美
河野　是文　　石田　幸子
中村キミ子　　麻生　慶紀
國本　勇治　 布施　安浩
生村香代子 中村美代子
藤川　喜樂　　井上　孝治
古谷　雅美　　佐伯　節夫
江見　真迅　　渡邉　貴史
関　　晴美　 山村　律子
亀谷三千代　 植田　　收
浦谷千津子 久行　直美

【山口県老人クラブ連合会長表彰】
（敬称略）
 特別功労者（５名）
　石川　　東　　川野　昭美
　山時　玉枝　　比上　行夫
　山本　　博

一般功労者（４名）
　國村富美子　　弘中多恵子
矢田　共亮　　渡辺　龍夫

【山口県老人福祉施設協議会
長表彰】（敬称略）
 会長表彰（11名）
佐々木　悠　　石村万季代

　清水　健吾　　増野美砂緒
　栗栖千鶴子　　境田　恭平
　兼重亜紀子　　中野　芳典
　水津　朋子　 宮崎　仁美
　髙橋　恵里

【山口県身体障害者施設協議
会長表彰】（敬称略）
 会長表彰（３名）
　渡邉　啓子　　磯村　明子
　室本　由紀

【山口県知的障害者福祉協会
長表彰】（敬称略）
 会長表彰（８名）
　高松　紗希　　末次めぐみ
　原　　壮男　　田坂　淳平
　津山　悦子　　足立　誠司
　沢田めぐみ　　中村　彩乃

【健康福祉月間標語、健康福祉に
関する作文入賞者表彰】
（敬称略）
 「健康福祉月間」作文応募作品
入賞者（１名）
◎佳作
　周南市立富田中学校
　岡田　栞寧

第75回 山口県総合社会福祉大会第75回 山口県総合社会福祉大会
　10月29日（水）サンビームやないにおいて第75回山口県総合社会福祉大会が開催され、
その席上で周南市からも多くの方が受賞されました。
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令和７年８月１日～令和７年10月31日

地域食堂・子ども食堂の取り組みを紹介します

みなさまの御厚意に御礼申し上げます

善 意 銀 行

　本会では、地域の皆様からお寄せいただいた善意の金銭や物品をお預かりし（預託）、地域福祉活動団体やボラ
ンティア団体、援助を必要としている方々等に効果的に配分（払出）することで、善意を地域に広げていく事業を
行っています。
　このような皆様からの善意の気持ちを、必要とされる人や団体にお繋ぎする窓口のことを、その仕組みが銀行と
似ていることから、善意銀行と呼んでいます。
　皆様のあたたかい善意を心からお待ちしております。
詳しくは本会本部・各支部までお問い合わせください。

善意銀行とは？

　みんなの久米ハウスは、令和
２年４月にスタートし、毎月第
２・第４土曜日に開催されてい
ます。久米地区社会福祉協議会
主催で、昼食の提供や学生ボラ
ンティアさんによる学習支援が行われています。楽しい
活動もたくさん企画されており、子どもたちにとって楽しみ
で大切な居場所になっています。

みんなの久米ハウスみんなの久米ハウス
　富田西地区で開催されている
夏休み食堂は､子どもたちが夏休
みの期間にみんなで楽しくお昼
ごはんを食べられるようにとい
う思いから、学校が夏休みの時期
に合わせて食堂を開催されています。地区の小学生、部活
動帰りの中学生など、多くの子どもたちが集まり、食事や
遊び、勉強を行い、友達と一緒に楽しく過ごしています。

夏休み食堂夏休み食堂

　遠石のいーばしょ「おとなりさん」は、令和３年にスター
トし、あらゆる世代が笑顔で集う場所として、地域食堂を
開催されています。遠石地区地域食堂実行委員会主催で、
毎回多くのボランティアさんの協力により運営されて
います。食事の提供のほかに、
「あそびとまなびのひろば」も用
意されており、世代を超えて多
くの人と交流し、楽しめる場と
なっています。

遠石のいーばしょ「おとなりさん」遠石のいーばしょ「おとなりさん」
　大河内地区では、地元の市民センターにおいて年２～３
回、子ども食堂を開催しています。
この活動は、大河内夢プラン実行委員会の取り組みの

一環となっており、地域住民の力で大河内をより魅力的な
地域にすることを目的として行
われています。地域の子どもから
お年寄りまで、毎回幅広い世代の
方が参加され、みんなで交流しな
がら食事のできる集いの場とし
て、賑わいを見せています。

大河内子ども食堂大河内子ども食堂

ふれあい・いきいきサロン担い手交流研修会
　周南市では現在、地域の「仲間づくり」「出会いの場づくり」「交流の場」としてのふれあい・いきいきサロンが
約185か所で展開されています。
　10月・11月に、サロンの担い手の方々を対象に、『ふれあい・いきいきサロン担い手交流研修会』を開催しました。
今回は、広島県で保健福祉事業を展開されている株式会社ウェルウェルの健康運動指導士 大下寿英氏を講師に
招き、「仲間と楽しんで健康に～サロンで活用できるレクリエーション」をテーマに、健康維持についての講話や
様々なレクリエーションの実践をしていただきました。
　４会場で、延べ150人のサロンの担い手の方々にご参加いただき、楽しく交流を深めることができました。

参加者の声

　手のストレッチや簡単な体操は自
分のサロンでも実践できそうです。

　グループでのカードゲームで盛り
上がりました！

　普段関わりのない他のサロンの方
と交流できて良かったです。

　座ってできるレクリエーションが
たくさん学べました。

徳山会場
～徳山社会福祉センター～

鹿野会場
～コアプラザかの～

熊毛会場
～ゆめプラザ熊毛～

新南陽会場
～学び・交流プラザ～

問合せ先 本会業務課地域福祉係　TEL：0834-22-8721

株式会社ヤクルト山陽 様
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ご 芳 名 ご 住 所 ご寄付額

株式会社ヤクルト山陽　周南中央センター・
周南西センター（6 回目） 周南市今宿町（徳山） 30,300

昭和53年卒業　熊毛北高等学校同窓会有志一同 　〃　安田（熊毛） 17,000

ご 芳 名 備 考 ご 住 所 ご寄付額 ご　指　定　内　訳
ご　指　定　先 周南市社協

田中　久伸 娘 /靖子 周南市須々万奥（徳山） 100,000 須々万地区社会福祉協議会 80,000 20,000
能見　文男 義母 /秋積菊江 　〃　大道理（徳山） 100,000 向道地区社会福祉協議会 80,000 20,000
為国　トシ子 夫 /等 　〃　中須北（徳山） 50,000 中須地区社会福祉協議会 40,000 10,000
金本　寛子 母 /井上和子 　〃　下上（徳山） 50,000 菊川地区社会福祉協議会 30,000 20,000
井上　正幸 母 /喜代子 　〃　大道理（徳山） 100,000 向道地区社会福祉協議会 50,000 50,000

森山　月枝 夫 /輝明 　〃　呼坂（熊毛） 100,000 勝間地区社会福祉協議会 30,000 40,000
介護老人保健施設なごやか熊毛 30,000

𠮷冨　信夫 妻 /道子 　〃　安田（熊毛） 100,000 三丘地区社会福祉協議会 50,000 50,000

田村　博文 母 /和子 　〃　中村（熊毛） 180,000

勝間中村自治会 30,000

40,000デイサービスセンターかがやき 30,000
介護老人保健施設なごやか熊毛 30,000
勝間地区社会福祉協議会 50,000

渡辺　明彦 父 /修 　〃　鹿野上（鹿野） 100,000 鹿野博愛診療所 30,000 20,000鹿野地区社会福祉協議会 50,000
山下　勝己 母 /ノブ子 　〃　鹿野上（鹿野） 20,000 鹿野地区社会福祉協議会 16,000 4,000

原田　さつき 夫 /寛 　〃　鹿野上（鹿野） 100,000 特別養護老人ホームやまなみ荘 30,000 20,000鹿野地区社会福祉協議会 50,000

林　　定子 夫 /重男 　〃　鹿野上（鹿野） 100,000
徳山中央病院 30,000

20,000新南陽市民病院 30,000
鹿野地区社会福祉協議会 20,000

匿名 50,000
八代地区社会福祉協議会 8,000

10,000周南高原病院 16,000
おにたけ居宅介護支援事業所 16,000

	 香　典　返　し

	 一　般　寄　付

ご 芳 名 ご 住 所 内　容

高齢社会をよくする女性の会徳山
（141・142・143回目） 周南市楠木（徳 山）

ウエス 4 箱（鼓ヶ浦整肢学園）
手作り品・遊休品 3 箱（セル
プ周陽、セルプ桜木）

	 物　品　寄　付
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令和７年８月１日～令和７年10月31日

地域食堂・子ども食堂の取り組みを紹介します

みなさまの御厚意に御礼申し上げます

善 意 銀 行

　本会では、地域の皆様からお寄せいただいた善意の金銭や物品をお預かりし（預託）、地域福祉活動団体やボラ
ンティア団体、援助を必要としている方々等に効果的に配分（払出）することで、善意を地域に広げていく事業を
行っています。
　このような皆様からの善意の気持ちを、必要とされる人や団体にお繋ぎする窓口のことを、その仕組みが銀行と
似ていることから、善意銀行と呼んでいます。
　皆様のあたたかい善意を心からお待ちしております。
詳しくは本会本部・各支部までお問い合わせください。

善意銀行とは？

　みんなの久米ハウスは、令和
２年４月にスタートし、毎月第
２・第４土曜日に開催されてい
ます。久米地区社会福祉協議会
主催で、昼食の提供や学生ボラ
ンティアさんによる学習支援が行われています。楽しい
活動もたくさん企画されており、子どもたちにとって楽しみ
で大切な居場所になっています。

みんなの久米ハウスみんなの久米ハウス
　富田西地区で開催されている
夏休み食堂は､子どもたちが夏休
みの期間にみんなで楽しくお昼
ごはんを食べられるようにとい
う思いから、学校が夏休みの時期
に合わせて食堂を開催されています。地区の小学生、部活
動帰りの中学生など、多くの子どもたちが集まり、食事や
遊び、勉強を行い、友達と一緒に楽しく過ごしています。

夏休み食堂夏休み食堂

　遠石のいーばしょ「おとなりさん」は、令和３年にスター
トし、あらゆる世代が笑顔で集う場所として、地域食堂を
開催されています。遠石地区地域食堂実行委員会主催で、
毎回多くのボランティアさんの協力により運営されて
います。食事の提供のほかに、
「あそびとまなびのひろば」も用
意されており、世代を超えて多
くの人と交流し、楽しめる場と
なっています。

遠石のいーばしょ「おとなりさん」遠石のいーばしょ「おとなりさん」
　大河内地区では、地元の市民センターにおいて年２～３
回、子ども食堂を開催しています。
この活動は、大河内夢プラン実行委員会の取り組みの

一環となっており、地域住民の力で大河内をより魅力的な
地域にすることを目的として行
われています。地域の子どもから
お年寄りまで、毎回幅広い世代の
方が参加され、みんなで交流しな
がら食事のできる集いの場とし
て、賑わいを見せています。

大河内子ども食堂大河内子ども食堂

ふれあい・いきいきサロン担い手交流研修会
　周南市では現在、地域の「仲間づくり」「出会いの場づくり」「交流の場」としてのふれあい・いきいきサロンが
約185か所で展開されています。
　10月・11月に、サロンの担い手の方々を対象に、『ふれあい・いきいきサロン担い手交流研修会』を開催しました。
今回は、広島県で保健福祉事業を展開されている株式会社ウェルウェルの健康運動指導士 大下寿英氏を講師に
招き、「仲間と楽しんで健康に～サロンで活用できるレクリエーション」をテーマに、健康維持についての講話や
様々なレクリエーションの実践をしていただきました。
　４会場で、延べ150人のサロンの担い手の方々にご参加いただき、楽しく交流を深めることができました。

参加者の声

　手のストレッチや簡単な体操は自
分のサロンでも実践できそうです。

　グループでのカードゲームで盛り
上がりました！

　普段関わりのない他のサロンの方
と交流できて良かったです。

　座ってできるレクリエーションが
たくさん学べました。

徳山会場
～徳山社会福祉センター～

鹿野会場
～コアプラザかの～

熊毛会場
～ゆめプラザ熊毛～

新南陽会場
～学び・交流プラザ～

問合せ先 本会業務課地域福祉係　TEL：0834-22-8721

株式会社ヤクルト山陽 様
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介護　　 カフェ予防予防
いこーいね

　現在、市内には周南市からの委託を受けた社会福祉法人等が、５か所の地域包括支援センターを運営しています。

　そのうちの１つで、本会が運営する周南西部地域包括支援センターでは、基本的に毎月第４金曜日に、道の駅ソ

レーネ周南の研修交流室で、介護予防カフェ【いこーいね】を開催しています。

　ここでは、介護予防のための知識を幅広く学ぶことで、「頭」「体」「心」に働きかけて、健康寿命を延ばすことを目的

に、参加者の生きがいづくりを応援しています。市内全域から自由に参加できますので、買い物のついでにぜひお立

ち寄り下さい。

　「社会との関わりに不安がある」、「他の人とコミュニケーションがうまくとれない」
「就労経験が少ない」など、直ちに就労に不安のある方に、就労に向けた支援や社会
参加の機会の提供を行います。(一定の資産収入要件があります)

今後の開催スケジュール（会場：道の駅ソレーネ周南・研修交流室）

〒746-0014　周南市古川町1-17 （新南陽総合福祉センター内）
周南西部地域包括支援センター
TEL：0834-62-6301　FAX：0834-61-2115

問合せ先

問合せ先

　転倒予防指導士の先生による講座「シニ
アの筋トレと転倒予防」では、取り入れたい
生活の工夫とシニア向きの筋トレについて
学びました。

講座の後は毎回、周南リハビリテーション
病院の作業療法士さんの指導による元気体操で
リフレッシュ。実践につながるミニ講座も聞く
ことができます。

周南市自立相談支援センターからのお知らせ

　仕事や生活に困っていらっしゃる方、まずはご相談ください。周南
市自立相談支援センターでは、就労の状況、地域社会との関係性その
他の事情により経済的にお困りの方を対象に、自立に向けた支援をし
ています。専門の支援員があなたに寄り添いながら、他の専門機関と
連携して、解決に向けた支援を行います。

ひとりで悩まずに
まずはご相談ください

　日々の生活のなかでの困りごとや不安をお聞かせください。一人ひとりの状況に合
わせた支援内容を考え、専門の機関・団体と連携して、解決に向けた支援を行います。

仕事のこと
　〇就職したいが仕事が見つからない
　〇すぐに仕事を始めることが不安
住まいのこと
　〇離職により、住居を失う恐れがある
家族のこと
　〇家に引きこもっている家族がいる

就労準備支援事業 ～社会、就労への第一歩～

　家計状況の「見える化」と根本的な課題を把握し、相談者が自ら家計を管理できる
ように、状況に応じた支援計画の作成、相談支援、関係機関へのつなぎ、早期の生活
再生を支援します。

家計改善支援事業 ～家計の立て直しをアドバイス～

◎日常生活支援……規則正しい生活や健康維持、生活習慣の見直しや形成にむけてサポートをします。
◎社会生活支援……就労に向けての準備段階として必要な社会的能力を身に付けるサポートをします。
◎就労自立支援……一般雇用への就職活動に向けた技法や知識の習得などのサポートをします。

支 援
プログラム

※本事業は、周南市社会福祉協議会が周南市より委託を受けて実施しています。

周南市自立相談支援センター 〒745-8529　周南市速玉町3-17　周南市徳山社会福祉センター
受付時間  月～金曜日　8：30～17：15（土・日・祝日・年末年始は除く）

Eメール：newstart@shunan-shakyo.or.jp
       0834-31-4742TEL0800-200-4742        0834-32-0021FAX

令和７年度

相談無料秘密厳守

開催日 10時30分～11時30分
（講話）

11時30分～12時
（ミニ講座・体操）

令和８年１月 23 日（金） 美味しくて簡単　栄養つまみ料理教室 元気体操

令和８年２月 27 日（金） うつ病・孤独死を防ぐために 元気体操

令和８年３月 19 日（木） 懐かしの昭和ポップス＆マジック紙芝居 元気体操
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介護　　 カフェ予防予防
いこーいね

　現在、市内には周南市からの委託を受けた社会福祉法人等が、５か所の地域包括支援センターを運営しています。

　そのうちの１つで、本会が運営する周南西部地域包括支援センターでは、基本的に毎月第４金曜日に、道の駅ソ

レーネ周南の研修交流室で、介護予防カフェ【いこーいね】を開催しています。

　ここでは、介護予防のための知識を幅広く学ぶことで、「頭」「体」「心」に働きかけて、健康寿命を延ばすことを目的

に、参加者の生きがいづくりを応援しています。市内全域から自由に参加できますので、買い物のついでにぜひお立

ち寄り下さい。

　「社会との関わりに不安がある」、「他の人とコミュニケーションがうまくとれない」
「就労経験が少ない」など、直ちに就労に不安のある方に、就労に向けた支援や社会
参加の機会の提供を行います。(一定の資産収入要件があります)

今後の開催スケジュール（会場：道の駅ソレーネ周南・研修交流室）

〒746-0014　周南市古川町1-17 （新南陽総合福祉センター内）
周南西部地域包括支援センター
TEL：0834-62-6301　FAX：0834-61-2115

問合せ先

問合せ先

　転倒予防指導士の先生による講座「シニ
アの筋トレと転倒予防」では、取り入れたい
生活の工夫とシニア向きの筋トレについて
学びました。

講座の後は毎回、周南リハビリテーション
病院の作業療法士さんの指導による元気体操で
リフレッシュ。実践につながるミニ講座も聞く
ことができます。

周南市自立相談支援センターからのお知らせ

　仕事や生活に困っていらっしゃる方、まずはご相談ください。周南
市自立相談支援センターでは、就労の状況、地域社会との関係性その
他の事情により経済的にお困りの方を対象に、自立に向けた支援をし
ています。専門の支援員があなたに寄り添いながら、他の専門機関と
連携して、解決に向けた支援を行います。

ひとりで悩まずに
まずはご相談ください

　日々の生活のなかでの困りごとや不安をお聞かせください。一人ひとりの状況に合
わせた支援内容を考え、専門の機関・団体と連携して、解決に向けた支援を行います。

仕事のこと
　〇就職したいが仕事が見つからない
　〇すぐに仕事を始めることが不安
住まいのこと
　〇離職により、住居を失う恐れがある
家族のこと
　〇家に引きこもっている家族がいる

就労準備支援事業 ～社会、就労への第一歩～

　家計状況の「見える化」と根本的な課題を把握し、相談者が自ら家計を管理できる
ように、状況に応じた支援計画の作成、相談支援、関係機関へのつなぎ、早期の生活
再生を支援します。

家計改善支援事業 ～家計の立て直しをアドバイス～

◎日常生活支援……規則正しい生活や健康維持、生活習慣の見直しや形成にむけてサポートをします。
◎社会生活支援……就労に向けての準備段階として必要な社会的能力を身に付けるサポートをします。
◎就労自立支援……一般雇用への就職活動に向けた技法や知識の習得などのサポートをします。

支 援
プログラム

※本事業は、周南市社会福祉協議会が周南市より委託を受けて実施しています。

周南市自立相談支援センター 〒745-8529　周南市速玉町3-17　周南市徳山社会福祉センター
受付時間  月～金曜日　8：30～17：15（土・日・祝日・年末年始は除く）

Eメール：newstart@shunan-shakyo.or.jp
       0834-31-4742TEL0800-200-4742        0834-32-0021FAX

令和７年度

相談無料秘密厳守
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成年後見制度及び市民後見人セミナーが開催されました。成年後見制度及び市民後見人セミナーが開催されました。
　10月23日（木）、周南市役所多目的室にて成年
後見制度のセミナーが開かれました。
　成年後見制度の概要を説明いただいた後、実際
に市民後見人として活躍される講師の方による事
例報告が行われました。市民後見人の必要性、養成
課程、活動内容など詳しいお話をお聴きすること
ができました。

セミナーには民生委員を含む市民の方々50名以上が参加され、熱心に講演を聴いておられました。
多くの皆様のご参加、ありがとうございました。

ホームページ・SNSのご案内

ぜひフォローして、チェックをお願いします。
本会公式ホームページ・公式SNSにて随時情報発信中です。

Instagram LINEXFacebookホームページ

問合せ先 本会業務課地域福祉係 TEL：0834-22-8721

令和７年度運転ボランティア交流研修会

●日 時 ： 令和８年２月４日（水）10時00分～11時30分
●会 場 ： 周南市徳山社会福祉センター　１階大会議室（周南市速玉町3-17）
●定 員 ： 15～20名程度
●対 象 ： 移動支援の運転ボランティア、地区社協関係者、福祉員、地域団体、

　運転ボランティアに興味・関心がある方等

　周南市における移動支援の利用状況や、他市の取り組みを参加者で共有し、
地域の支え合い活動を活性化させることを目的に開催します。

本会業務課地域福祉係 TEL：0834-22-8721

令和７年度周南３市災害ボランティア養成講座

●日 時 ： 令和８年３月３日（火）13時30分～16時15分
●会 場 ： 光市地域づくり支援センター

（光市島田４丁目14番３号）
●定 員 ： 100名（周南・下松・光　各市30名程度）
●対 象 ： 地区社協関係者、災害発生時に災害ボランティアセンターの運営に

携わることが想定される方、災害ボランティアに関心のある方等

　災害時のボランティア活動や災害ボランティアセンター運営の基本的な知識を学び、
被災後の復興支援の活動について考えることを目的に開催します。

情報伝言板情報伝言板

問合せ先

3/33/3
参加無料

火曜日

2/4
参加無料

水曜日
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